
イ ギ リ ス 会 計 学 の 二 つ の 流 れ
一 会計の新 しい位置 づけを め ぐっ て

山 上 達 人

（奈良産業大学）

最近、 イ ギリス を中心に会計学に新 しい動向がみられる。 この ような 会計学の流れにつ いて

は、 すでに拙稿 ｒイ ギリス会 計学の新 しい潮 流」 において紹介 し
１）
、 ま た ｒ日本社会関連会計

学 会」 の第３回大会 にお いて その内容を報告 した （拙稿 「イ ギリス社会関連学 派会計の理論構

造」 参 照） 。
２）

これ らの 新しい流れは、 ｒ社会関連 学派」 会計と名づ けることができる動向であるが、 イ ギ

リスにおいては もう 一つの 「体制批判 学派」 会言十とよぶことのでき るグループがある。 こ れら

の特徴にっ いて も、 その一部 を紹介 したこ とがある が （拙稿 ｒイ ギリス批 判学派会言十の特質」

参 照）
３）
・ 本稿では、 イ ギリ ス会計学のこれ ら二つ の流れを整理 し、 その思想基 礎や患考枠組

を浮 彫にし、 会計の新 しい位置 づけへの手がかりと す ると とも に、 わ れわ れの ｒ社会関 連 会
４）

計」 構 築へ の道標の一っと してみた い。

注

１） 山 上 達 人 稿 「イ ギ リ ス 会 計 学 の 新 しい 潮 流 一 ホ ッ プ ウ ッ ド らの 社 会 関 連 学 派 に つ い て」 、 経 営 研 究、

第４１巻 第 １ ・ ２ 合 併 号。

２） 山上 達 人 稿 「イ ギ リス 社会 関 連 学 派 会 計 の 理 論構 造 ⊥ そ の 思 想 背 景 と 思 考 枠 組に つ い て」 、 産 業 経 理、

第５０巻 第 ３ 号。

３） 山 上 達 人 稿 ｒイ ギ リ ス 批 判 学 派 会 計 の 特 質 一 会 計 の 政 治 経 済 的 性 格 に つ い て」 （植 村 省 三編 著 ｒ現 代

経 営 学 の 墓 本 問 題』 、 白 桃 書 房 所 収） 。

４） 社 会 関 違 会言十の 体 系 な ど に つ い て は、 山 上 達 人 著 ｒ社 会 関 連 会 計 の 展 開ｊ 、 森 山 書 店、 １９８６年 ； 同

著 「現 代企 業 の 経 営 分 析 ■ 社 会 関 連会言十と 社 会 関 連 分 析」 、 白 桃 書 房、 １９８８年 な どを 参 照 の こ と。
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Ｉ イ ギリス 会計 学の新 しい流れ

イ ギ リ ス 会 計 学 に お け る 一 つ の 流 れ は、 ホ ッ
プ ウ ッ ド ら を 中 心 と す る ｒ会 計 の 組 織 論 的 ・ 社

会学的研究」 を志向 するグループで、 会計を従来 のよう
に技術的に理解するので はなく、 組織

（人間と人 間との関 係） との関係で、 また社会 （組織と組織
との関係） との 関係 で把 握しよう

とす る
１）
。 すなわち、 会計の ｒ組織や社

会に対 する役割」 を重要 視し、 会計
を単なる技術的な

ものとは考 えず、 組織の内部や組織 外部
の社会との関係において、 会計のもつ積極的

な機 能を

重 要視しようとするものである。 そ して、
会計の もつ事象の ｒ反映」 と しての性格だ けで はな

く、 そ の ｒ構 成 的 ・ 創
造 的」 性 格 を 重 視 し、 会 計 の 生 成 ・ 変 遷 す

る ｒ プ ロ セ ス」 を 問 題 と し、

その一っ一っの 「断層の関 係」 を解明 しようとす る
２）
。

こ の よ う に、 こ の 学 派 に お い て は、 ｒ会
計 の 組 織 論 的 ・ 社 会 学 的 分 析」 に 関 心 が あ り、 研 究

の 焦 点 は ｒ会 計 の 変 化」 に お か れ て い る。 し た が っ て、 ホ ッ プ ウ ッ
ド ら の 会 計 学 方 法 論 の 特 徴

ウ ィ
ジ ン ゥ ィ

ズ ア ウ ト ア ウ ト サ イ ド

は、 ｒ内部」 から
よりもむ しろ 「外部」 で、 さらにいえば ｒ外部

か ら」 の会計学と特徴づける
コ ン テ キ ス ト

こ と が で き る。
３）
上 で 述 べ た よ う に、 彼 ら

の 考 え で は、 会 計 は ｒ 組 織 的
・ 社 会 的 関 係 状 況」 か

レ フ レ ク テ ィ プ ク リ エ イ テ ィ ブ

ら独立したものや、 ま
た 「反映的 な努力」 ではなく、 「創 造的

な努カ」 であると考 えられ、 会
イ ン

計は 「とくに経済的・ 社会 的・ 政治的関心の追求 に関 するもの」 として把握され、 会 計は 「利

ク レ ス テ ッ ド

害関係的な努力」 とみ られる。 すなわち、 会 計
は ｒ技 術的管理の消極的用 具、 組織 機能

の所与

の面を明らかにする中立的な手段」 で はなく、 ｒ組織内や組 織外で
の社会的力を行使す るもの」

であり、 会計 は ｒ組織
の管 理に関する形 成に対して、 積極的な役 割

を 演ずるもの」と考 え ら れ

る
４）

。

こ れ ら の ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の 中 心 は 前 述 の ホ ッ プ ウ ッ ド （ロ ン ド ン 大 学） で あ り、 し
た

が っ て、 「ホ ッ
プ ウ ッ ド ・ グ ル ー プ」 （ホ ッ プ ウ ッ デ ィ ア ン） 」

と も よ ば れ て い る。 そ し て、

こ の グ ル ー プ に は、
ホ ッ プ ウ ッ ド （ Ｈ ｏｐ ｗｏｏｄ

Ａ
．
Ｇ
．
） を は じ め 、 ア

ー ル （ Ｅ ａｒ１ Ｍ） 、
バ ー

チ ェ ル （Ｂｕｒｃｈｅ１１ Ｓ ．） 、 ク ラ
ブ （Ｃ１ｕｂｂ Ｃ ．

） 、 ロ ブ ト
（Ｌｏｆｔ Ａ ・） ・

デ ン ト （Ｄｅｎｔ

Ｊ ．
）
、
ミ ラ ー （ Ｍｉ１１ｅｒ Ｐ ．

）
、
オ ラ ー リ ィ （ Ｏ

’
Ｌ ｅａｒｙ Ｔ ．

） ら が 属 し 、 ま
た ヒ ュ ー ス

（ Ｈｕｇｈｅｓ Ｊ ．） 、 ネ フ ァ
ピ ー ト （ Ｎａｈａｐ

ｉｅｔ Ｊ 。） 、
ホ ス キ ン （ Ｈｏｓｋｉｎ Ｋ ．

Ｗ
。
）
、
マ ク

ベ （ Ｍ ａｃｖｅ Ｒ ．
Ｈ
．
）
、
ロ バ ー ツ （ Ｒｏｂｅｒｔｓ Ｊ ） 、

ス ケ イ ペ ン ス （Ｓｃａｐｅｎｓ Ｒ ・
） ら も

同 じ よ う な 方 法 論 に 立 っ て い る
５）
。

上で述べた ｒ社会関連学派」 会計 が、 会計を組織論的・ 社会学的
に解明 し、 その もつ 外部 的

機能を重視すること によって 従来の会計学に対 して 新しい視点を提供 してい るのに対 して、
も

う 一 っ の 流 れ は、 「会 計
の 政 治 経 済 学」 を 主 張 す る グ ル ー プ で あ る

６）
。 こ の 学 派 に あ っ て

は、

会計のもつ 「政 治経済的性格」 に焦点を あてて、 とくに現在の体制そ
のものと会計とのかかわ

り合いを問 題と し、 ｒ政治経済学」 の
観 点から会計のもつ体制的 本質 を批判しようとする。 し

た が っ て、 こ れ ら の グ ル ー プ
は、 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 と よ ぶ こ

と が で き る。

これ らの 流れの主張には濃淡そ れぞれの特徴があり、 必ず しも明
確に グルーピ ングすること
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は 難 し い が、 大 き く 二 つ の グ ル ー プ が あ る。 そ の 一 つ は 「マ ン チ ェ ス タ ー ・ グ ル ー プ」 と よ ば

れ る も の で、 地 理 的 に マ ン チ ェ ス タ ー 大 学 を 中 心 と す る グ ル ー プ で、 会 計 に 対 し て ｒ政 治 経 済

学 的 ア プ ロ ー チ」 を と る も の で あ る
７）
。 人 脈 的 に は、 ク ー

パ ー （Ｃｏｏｐｅｒ Ｄ．） ら を 中 心 と し、

そ の ほ か ホ ッ パ ー （ Ｈｏｐｐｅｒ Ｔ．
Ｍ
．
）
、
ナ イ ト （ Ｋｎｉｇｈｔｓ Ｄ．

）
、
シ ェ ラ ー （Ｓｈｅｒｅｒ Ｍ．

Ｉ．） 、 ウ ィ ル モ ッ ト （Ｗｉ１１ｍｏｔｔ Ｈ ．Ｃ．） ら が こ の グ ル ー プ に 属 し て い る。 ま た も う 一 っ

の グ ル ー プ は、 シ ェ フ ィ ー ル ド 大 学 を 中 心 と す る 「 シ ェ フ ィ ー ル ド ・ グ ル ー プ」 と よ ば れ る も

の で、 こ の グ ル ー プ は ｒネ オ ・ マ ル ク ス 主 義 的 な シ ス テ ム ズ ・ ア プ ロ ー チ」 を 会 計 に 適 用 し よ

う と す る も の で あ る
８）
。 こ の グ ル ー プ に は ロ ー （ Ｌｏｗｅ Ｅ ， Ａ ） な ど を 中一こ・に、 ラ ウ フ り ン

（Ｌｏｕｇｈ１ｉｎ Ｒ ．
Ｇ
一
） ・ チ ュ ー ア （ Ｃ ｈｕａ Ｗ ．

Ｆ
．
）
・
パ
ッ ク ス テ ィ （ Ｐ ｕｘｔｙ

Ａ
，
Ｇ
．
）
、

テ ィ ン カ ー （Ｔｉｎｋｅｒ Ａ ． Ｍ．） ら が 属 し て い る。 こ の よ う に、 こ れ ら の 流 れ は 大 き く 二 っ の

グループにわけることができ るが、 これらの グルー プはいずれも会計を体制批判 的に解明しよ

うとするものであるので、 一 括して 「体制批判学派」 会 計とよんでおく。

上でみ たように、 これ らの 学派 （両 グルー プ） の特徴 は、 「政治経済学」 を 方法論 として、

会 計は政治・経済に規定されて いるとするもので、 前述 の ｒ社 会関連学派」 会計と は同 じく 新

し い 会 計 の 動 向 と は い い な が ら、 そ の 思 想 背 景 ・ 思 考 枠 組 を 全 く 異 に し て い る。 す な わ ち、 例

え ば テ ィ ン カ ー ら の 主 張 に み ら れ る よ う に、 こ れ ら の グ ル ー プ に あ っ て は、 従 来 の 伝 統 的 会 計

の方 法論 的基 礎が ｒ新古典学派経済学→ 限界効用価値説」 にある ことを批判し、 それを ｒ政 治

９）
経済学 （古典学派経済学） →労働価値 説」 の立場から批判 しよう とするものである 。

以 上、 イ ギ リ ス に お い て は、 こ れ ら 二 つ の 新 し い 流 れ が あ り、 こ れ、ら は 方 法 論 ・ 患 想 背 景 を

異には してい るが、 いずれも従来の会計 学に対 して新 しい視角を提示 する もの で、 われわれの

「社会関連会計」 の 構築 にとって示唆するところ が大きいと考え られ る
１Ｏ）
。

注

１） 詳 細 に つ い て は、 前 掲 拙 稿 ｒイ ギリ ス 会 計 学 の 新 しい 潮 流」 を 参 照。

２ ） Ａ ．Ｇ ． Ｈ ｏｐ ｗ ｏｏ ｄ，
Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ ａｎｄ ｔｈｅ Ｐ ｕｒｓｕｉｔ ｏｆ Ｓ ｏｃｉａ１ Ｉｎｔｅｒｅｓｔｓ，

ｉｎ Ｗ ・ Ｆ・ Ｃ ｈｕａ，
Ｔ ・

Ｌ ｏ ｗｅ，
Ｔ
．
Ｐ ｕｘｔｙ （ｅｄｓ一），

一Ｃｆ 榊 ｃ〃 Ｐ 〃 ３ρεｃれ ψ ω 加 Ｍ α仰 昭 ε 例ε 〃 Ｃｏ 刎 ㈹ Ｊ，
１９８９， Ｐ ．１４

１ ； Ｄｉｔｔｏ，

Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ ａｎｄ Ｏｒｇａｎ
ｉｚａｔｉｏ ｎａ１ Ｃ ｈａｎｇｅ，一

λｃｃｏ㎜ｍ れ仰８，
ハ ω 〃 肋 ８＝＆。

λｃｃｏω 刎 α胱 〃 ツ Ｊｏω 用 α
’
，
Ｖｏ１．

３
，
Ｎｏ．１

（１９９０）
，
Ｐ，１２，

１４

３） ホッ プ ウ ッ ド の 論 文 に つ い て は 次 著 参 照。
Ａ
，
Ｇ
．
Ｈｏｐｗｏｏｄ （ｅｄ、

）
，
λ ㏄ｏ ω 加ｇ 介ｏｍ ル ０ 刎 ５ 凶 一

丁 加 Ｃｏ〃ｅα・ｄ Ｐｏρ 舳 ｏ∫ λ、
Ｇ一 〃ｏｐ〃ｏｏｄ， １９８８

４） Ａ．Ｇ．
Ｈｏｐｗｏ α

ｉ
，
Ｓｏｃｉａ１ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ－ Ｔｈｅ Ｗ ａｙ Ａ ｈｅａｄ ？，

ｉｎ ８ ㏄ 〃 λ ㏄ ｏ砒刎 加８．
１９７８
，
Ｐ・５８

５） こ れ ら の 分 類 に つ い て は、 高 寺貞 男 著 『可 能 性 の 会 計 学』 ， 三 嶺 書 房， １９８８年、 ５３－ ４ぺ 一 ジ な ど 参

照 。

６） 詳細 に つ い て は、 前 掲 拙 稿 「イ ギリ ス 批 判 学 派 会 計 の 特 質」 を 参 照。

７ ） こ れ ら の グ ル ー プ の 成 果 と し て は、
Ｃｆ
．
Ｄ
．
Ｊ
．
Ｃ ｏｏｐｅｒ，

Ｔ
．
Ｍ
．
Ｈ ｏｐｐｅｒ，

（ｅｄｓ．
）
，
Ｃγ 洲 ｃ 〃 λｃ－

ｃｏ蜆ｍ！５． １９９０
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８ ） こ れ ら の グ ル ー プ の 成 果 と し て は 、 Ｃｆ．
Ｗ
．
Ｆ
－
Ｃｈｕａ，

Ｔ－ Ｌ ｏｗｅ，
Ｔ
．
Ｐ ｕｘｔｙ

（ｅｄｓ。
）
，
Ｃｒ 洲 〃

Ｐｅ州ρ２ｃκ ｗ５ 加 Ｍ 皿刎αｇｅ伽２〃 Ｃｏ冊！㈹
’
，
１９８９

９） テ ィ ン カ ー に つ い て は、
Ｃｆ
．
Ａ
．
Ｍ
．
Ｔｉ・ｋ・・。Ｐ 榊

Ｐ・・ 〃 ・一λ Ｓ・・ 〃 Ｃ 洲 ψ・ ・
∫ ハ・・。伽仰ｆ’…

１９８５；Ａ．Ｍ．Ｔｉ．ｋ、。（。ｄ．
），Ｓ。。 舳 … 砒 舳 ｇ 伽 Ｃ・・ρ・・ 舳 伽

Ｐ 舳 １ε 腕 εγρ ～ 舳 刎・ 伽

Ｐ砒 舳 ｃ ∫〃。， ω一， １９８４：ま た 、
Ｃｆ
１
Ｍ１
Ｎｅｉｍ ａｒｋ （ｅｄ。） ，

〃 ψ血πｃｅ３ ｛例 ハ 舳 ｃ ∫〃 ｅｒωｆ １４ｃ．

ｃｏ 伽 れｍ８，
Ｖ ｏ１．
１
，
２
，
３
．
１９８６

．
１９８８．

１９９０

１０） そ の ほ か、
つ ぎ の 雑 誌 も 重 要 で あ る。

① Ａｃｃｏ ｍ ｔｉｎｇ，
Ｏｒｇａｎｉｚａｔ

ｉｏｎｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ，
（１９７６ ～） ； ②

Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ， Ａ ｕ
ｄｉｔｉｎｇ ＆

Ａ ㏄ｏｕｎｔａｂｉ１ｉｔｙ Ｊｏｕｒｎａ
１
、
（１９８８～） ； ③ Ｃｒｉｔｉｃａ１ Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅｓ ｏｎ

Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ，
（１９９０～ ）

皿 二 つ の ｒ学 派」 の 思、想 基 礎

ω ｒ社会関連学派」 会計の思想 基礎

「社 会 関 連 学 派」 会 計 は、 Ｍ ． フ ー コ
ー の 思 想 を 方 法 論 的 基 礎 に お い て お り、 し た が っ て

「フ ー コ ー 主 義 研 究 者」 （フ ー コ ー デ ィ ア ン） と も よ ば れ る。 す
な わ ち、 フ ー コ ー の

構 造 主 義 ・

ポス ト構造主 義的な考 え方を会 計に適用 し、 会計事象形 成の プロセス
を重 視し、 前述

したよう

に、 それを組 織 （組織内
部の人間関係） と社会 （組織外部との 社会 関係） とのかかわり合いで

み て い こ う と す る も の で あ る。 し た が っ て、 従
来 の 「技 術」 と し て の 会 計 か ら、 「人 間 行

動 」

や ｒ社会 関係」 との関係で会計を理 解しよう とする。

このよ うに、 ｒ社会
関連 学派」 会 計の思想背景はフー コーらの構造主義的思想にあり、 そ れ

は、 フ
ーコーの① ｒ系譜学」、 ② ｒ考古学」、 ③

ｒ権 力／知関係」 的思考 方法をその 思想基礎

と し て い る
１）
。 そ の う ち

二 ｒ系 譜 学」 的 方 法 は、 組 織 ・ 技 術 の 条 件
の 検 討 を 通 じ て、 会

計 変 化

の複合を研 究しよう とするもので、 会 計
の歴 史・役割・社会的意 味を問題 とし、 会計

の歴史を

このような 観点から批判的に解明 しよう とす るものである。 すな わ
ち、 「系譜学」 的研究

は、

会計の 「形成・変化」 の起 源を探 究し、 またその関係状況を 重要視
するもので、 いわ

ば、 会 計

患考の縦の流れを類型化しようとする ものであ る
２）
。 一方、 ｒ考 古学」 的

方法は・ ｒ関係状況」

の形成を問題と し、 会計の 形成を 「断層」
と して把 え、 前にみ

たように、 それ
を外 部的に 「観

察」 し よ う と す る も の で あ る。 す な わ ち、 い わ
ば、 会 計 思 考 の 横

断 プ ロ セ ス の 解 明 に 重 点 が お

か れる
３）
。 これに対して、

ｒ権力／知 関係」 思考は、 現代社会の発展
を ｒ権力とその作用方 法

の変化の 状態」 で理解し、 ｒ権力 が知 と密 接
にリンクする」 ことを 強調する。 例え ば、 後

で も

デ ィ シ プリ ナ リ ・ パ ワ ’

みるが、 フーコー
の ｒ規律的権力」 という 思考は、 監獄 をは じ

め学校や会社などの 場所 で適用

さ れ、 会 計 は 「権 カ
／ 知 関 係」 と し て 理 解 さ れ る。 す な わ ち、 こ

の よ う な 思 考 に あ っ て は、 会

計は規律的ルール、 イ デオ ロギー闘争にお け
る 計算実務の形態と考え られ、 「会計 →

計算実務

→規律的権力」 としてその 「可視性」 を通 じて理解 される
４）
。

このよう に、 ｒ社会関連学派」 会計
の思 想基 礎にはフーコーの構造 主義的思想を背景と した

系 譜学・ 考古学・権力／知関係の思考 があり、 この点
か らみて 伝統的な会計に対 して新 しい視
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点を提示する もの と考 える ことができる。 すなわち、 従来の実在 論的な思考を脱却 して、 これ

ら実体と実体との間に成立する 「関係」 を重要視 し、 いわば中心的実体を相 対的なものと 考え、

そ れらの関係 に実在の姿を みようとする もの で、 「関係主義的」 思考とみることがで きる。 す

な わち、 従来の ｒ実在」 その ものを問題とするの では な く、 そ れら の ｒ集 合の 関係」 つま り

ｒ構造」 を問題と し、 ｒ項を 独立した実体と して扱う ことを拒絶 し、 項 と項との関係を 分析の

５）
基 礎 と す る」 も の で あ る 。 し た が っ て、 こ の グ ル ー プ に お い て は、 真 理 が 実 体 と し て 存 在 す

るとは考え ず、 時代や文化によ って 別のものになる と理解し、 「主義」 を 「相 対化」 あるい は

「脱中心化」 しよ うとするもの である。 例えば、 彼 らによれば、 思想は 「一つ の連続的 な歴 史

ではなく、 いくつ かの地層 が重なり 合っ た非連続 的な 断層をふくんだ もの
６）
」 と考え られ、 思

想史は ｒ考古学 が地層のずれを確 認して いくように、 時代時代のエ ピステーメ ＜一時代の文 化

全体の基底にある 認識の 系あるいは根底 的な知〉のず れを 確認していく」 ・ ｒ知の 考古学」 と

考 ら れ る。

② ｒ体制批判 学派」 会計の思想基礎

これに対して、 「体制批判 学派」 会計の思 想基 礎は、 前 にみ た 「政治経済学」 方 法論 に立脚

した ｒ利益」 概念、 ｒ資本」 概念にある
７）
。 周知 のように、 従来か ら経済学には二つの 学派が

あ り、 一つは古典学派政治経 済学、 他は新古典学派 経済学であり、 これらの二つの理論 はそ の

価 値論一労働価値説と 限界 効用価値説の違い によって区別され る。 ｒ体制批判学派」 会 計は、

ｒ政治経 済学」 の立場に立ち、 効用価 値説に もと づく 会計学を批判 し、 「会計の政治経済学」

を 主 張 す る。

ま ず、 ｒ利潤」 や ｒ利潤率」 につ いて は、 ｒ新古典 学派 経済学」 にお いて は工 学的な分析方

法を採用 し、 投 入された物的資源が 生産 物へ変換される 様式と、 その過程で利潤 が効率の指標

としてはたす役割を問題とする のに対 して、 「政 治経済学」 にお いて は所得の分配 が重 視され、

利潤率は社 会における権 力の配分とそ れを反映する社会的・政 治的・制度的 な仕組に規定され

ると考える。 すなわ ち、 前者が投入量と産 出量の係数 という技 術的側面、 すな わち生産力を問

題とするのに対 して、 後者においては社 会的な生産諸関係す なわち社会の利害関 係者グルー プ

間 の権力の配分およ び利 害関係の制度的 プロ セスの分析を問題 とす る。 例え ば、 ティ ンカ ーに

よ れば、 損益計算書の 「利 益」 は企業の市場実 現の指標 だけで なく、 社会の資源 を利用 する社

会的 効率 の指標なのか、 ある いはさらに、 資 本家 の社 会的力すな わち社会的・制度的・ 独占的

カ を反 映する指標なのか が間 題とされる
８）
。 すな わち、 彼の説明 によれば、 「利益」 は経 済的

効率の指標 （ｒ限界効用学 派」） だ けで はな く、 資本家への 報酬 （ｒ政治経済学派」） であり、

また 「利益率 の決定」 の説明 は ｒ生産 カに焦点を あて た 限界生 産 性の 理論」 （ 「限 界効 用 学

派」） より も、 ｒ生産の社会関係 に焦 点をあてた社会的・ 政治的分析」 （ｒ政 治経済学派」 ）

を重要視す べき であると強調さ れる
９）
。
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また、 ｒ体制批 判学派」 会計
にお いて は、 ｒ資本」 はつ ぎの二つの レベ ルで認識さ れる。 そ

の一つは生産 の （物的） 手段と して の資本であり、 もう一つ
は社会組織にお ける 人間の 関係と

しての資本であ る。 すなわち、 前者 は生産の
経済力を反 映す るのに対 して、 後 者は生産 の社会

関係を代表す るものである。 こ れをさ らに具体的にみる と、 「資本」 には ｒ生産諸 力の 組織化

の方法」 と しての次元での認識と、 「社会の形態」
と しての 次元での認識の二つの 解釈があり、

それらを混同してはな らな いとして、 とく に後 者の重 要性
を強調する

１Ｏし すなわち、 ｒ生産力」

的説明では、 例え ば 「市場経済・ 計画 経済・混合経済」 などの 「経済
の形態」 が問題 となるの

に対 して、 ｒ生産 関係」 的説明で は、 例 えば ｒ奴隷制社会・ 封建社会・資本主義社 会」 など
の

「社会の形態」 が閤題となる。 そして、 これら両者を結 ぶ媒介環が 「政治的・教 育的・宗教的・
ビリ ー フ

法 制 的 ・ 法 規 的 ・ 軍 事 的 ・ 福 祉 的 ・ 文 化 的 ・ 科 学 的 な 信 條」 で あ る と い う。

以上で述べたように、 これらの グルー プの思 想基礎には、 「政 治経済 学」 （古典学派経済学）

があり、 労働価値 説に立脚 した ｒ会 計の政治経済学」 的 アプローチにその特徴
をみ ることがで

き る。 そ し て、 こ の こ と か ら ｒ利 益」 ・ ｒ利 益 率」 に つ い て も、 ｒ資 本」 に つ い て も、 ｒ新 古

典学派経済学」 （限界 効用価値説） の 「技術的・生産力」 的 解釈に対 して、 ｒ生産 関係・社会

１１）
関係」 的側 面 が強 調 され る 。
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皿 二っの 「学派」 の思 考枠組

（１１ 「社会関連学派」 会 計の思考枠組

ｒ社会関連 学派」 会計の思考 枠組 は、 歴史的視角からする 会計の ｒ社会的性 格」 と ｒ規律権

力 的 性 格」 の 強 調 に あ る１）。 す な わ ち、 こ の 学 派 の 特 質 の 一 つ は、 会 計 を ｒ社 会 的 な も の」 と

理解する点にあり、 会 計を 技術的 レベル での捕捉 から解放 し、 そ の ｒ社会的性格」 を重要 視す

るところにその特徴を みる ことができる。 一 方、 この学派は、 会 計を ｒ規律権カ的な もの」 と

考える。 すなわち、 会 計を規 律的権カ・知識の 一つと して位置 づけ、 会計のもつ ｒ規律権 カ的

性 格」 を析出 する。 すなわ ち、 会計は知識と してま た規律的権力 として組織・社会 にお いて 位

置 づけられ、 この点か ら会 計の特質 が解明される。

そ こで まず、 ｒ会計の社 会的性格」 を主張する この 学派の特質を明 らかにするたあ、ｒ付加価

値 会言十」 ・ ｒイ ン フ レ 会 計」 や 「管 理 会言十」 な ど に つ い て の ホ ッ プ ウ ッ ド ら の 見 解 に つ い て み

てみる
２）
。 ま ず、 「付加価値会 計」 への適用、 すな わち会計の社会的性格 を付加価値に例証す

る見解につい てみると、 彼らは ｒ付加価 値は どこか ら来 たか。 なぜ突然関 心がおこったか」 な

どにっいて、１９７０年代における関心の上 昇とその後の停 退について系譜学 的考 察を基礎と して、

付加価値会計の 「社会的性 格」 を析出 して いる。 すな わち、 付加価値の三つの 活動 舞台 （①会

計基準の形成、 ② 国民 経済の管理、 ③産業 関係と情報開示） の 接点に付加価値会 計が形成され

３）
た と し、 こ れ を 付 加 価 値 会 計 の 「星 座」 と よ ん で い る 。 同 じ よ う に、 「イ ン フ レ 会 計」 に っ

いても、 社会的・歴史 的な 見方が重要であり、 それは会計の制 度化に対して組 織レベル・社会

レベルでかかわる ものであ り、 会計の ｒ社会 的性格」 を 強調す る一っの事 例 と考 えて い る
４）
。

さ ら に、 彼 ら
は ｒ管 理 会 計」 の ケ ー ス に つ い て、 ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド 社 ら を 事 例 と し て 考 古 学 的 方

法 論を援用 して、 会計の 「社 会的役割」 を論 じて いる。 すなわ ち、 会計のもつ構成的・創 造的

な 役割 を強調 し、 同社にお ける管理会計の導入 について、 「会 計は変革の役割を演 じた」 とそ

の社会 的性格を強調 している
５）
。

つぎに、 会計の ｒ規律権力 的性格」 についての この 学派の見解を みて みよう
６〕
。 まず 「原 価

計 算」 について、 ロフ トはイ ギリスの初期原価計算の 形成を問題 とし、 系譜 学的考察を 行う こ

と によ って原 価言十算・管理会言十の発 展を解明 し、 会計 と ｒ権力／知関係」 を 問題と し、 会 計の

「規 律 権 カ 的 性 格」 を 抽 出 し て い る
７）
。 ま た、 ホ ス キ ン ・ マ ク

ベ は、 複 式 簿 記 の 形 成 を 中 心 に

知識実 務の系譜 学的研究を展開 している。 すなわち、 フーコーの 「権力／知 関係」 思考にもと

づいて、 「権 力の技術」 と しての 「試験」 につ いて述 べ、 会言十の ｒ規律権力 的性格」 を析出 し

て い る。彼 ら に よ れ ば、 知 識 は 権 力 関 係 で あ り 、 「試 験」 と い う ミ ク ロ 技 術 も そ の 一 つ で あ る

と 考え られる。 すなわち、 彼 らは ｒ複式簿記の発明と そのより遅い普及」 の解明を通 じて、 知

識実務の系譜学 的研究を行い、 そこで会 計のもつ ｒ規律権 力的性格」 を主張 して いる。 すなわ

ち、 それを ｒ試 験→ 会計→規律的権力」 という図式で把 え、 試験を ｒ規律的権力」 であると し
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て、 「権力関係＝知 識関係」 の重ね合いを解明 し、 会計知識の もつ 規律的権力と しての性格 を

強 調 し て い る８）。 最 後 に、 ミ ラ ー ・ オ ラ ー リ ィ は、 標 準 原 価 計 算 や 予 算
の 形 成 を 系 譜 学 的 に 考

察 し、 「統治できる人間」 の構築というこ とを 会計機能の一つと して理 解する。 すなわち、 彼

らは ｒ標 準原価計算・ 予算」 は、 ｒ規準・標 準」 という概念を通 じて個 人に対して人問の 不能

率を ｒ可 視化」 する ものであり、 それは権力 関係のネッ トワークの一 つであり、 このよう な規

律的権 力の行使において ｒ統治できる人問」 の 作出が可能になる と考 える。 このように、 彼 ら

に あ っ て は、 ｒ標 準 原 価 計 算 ・ 予 算」 は、 個 人 活 動
を 可 視 化 す る も の で あ り、 ま た そ れ は 社 会

政 治的管 理の一形態で あると考えられ、 会計の もつ 「規 律権 力 的性 格」
が 強調 され るの で あ

９）
る
。

（２〕 「体制批判学派」 会計の思考枠組

つ い で、 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 に つ い て、 テ ィ ン カ・一 の 事 例 研 究 を 中 心 に み て み よ う。 テ ィ

ン カ ー は 「会 計 の 政 治 経 済 学」 の 実 証 に あ た っ て、 ア フ リ カ
（Ｓｉｅｒｒａ Ｌｅｏｎｅ） に あ っ た イ ギ

リ ス の Ｄｅ１ｃｏ社 （鉄 鉱 石 の 採 掘） の４６年 間 の 損 益 計 算 書 の 分 析 を 行 っ て い る。 そ し て そ の 場 合、

彼は全期間 を 「初期植民期」 （１９３０－１９４７） ・ 「後期植民期」 （１９４８－１９６７） ・ 「植民期 以後」

１０）
（１９６８－１９７５）の 三 期 に わ け て、 ｒ期 問 別 の 損 益 計 算 書 分 析」 を 行 う 。 そ し て 、 重 要 な 点 と し

て、 そ れぞれの時代は特 別の ｒ政治的・社会的制度」 を代表 して おり、 この点を無視 しての従

来 の ｒ 損 益 計 算 書 分 析」 は 問 題 で あ る と 批 判 す る。 す な わ ち、 テ ィ ン カ ー の 事 例 研 究 は、 こ の

会社の全期問 の歴 史がい かに一連の制度に分割され、 それぞれの損益計算 書をもっている かと い

うことを示 そうとするもので、 各々 の制度は損益 計算書に示された収 益の 分配を決定する社会

政治力の形 状からなると考える。 すなわち、 彼 は会 計利益の解釈 と利用 について述べ、 会計報

告書は企業 の能率 の情報を 準備す るように恩わ れて いるが、 そこでは 市場 のカの基礎にある社

会政治的基礎 の状況が無視 されているという。 そして、 市場の能率や 社会 的な安定は独立 した

領域ではなく、重要なこ とはこの会社の運 命を形成する両者間の 複雑な相 互関 係で ある。 すな

わ ち、 前 に あ げ た よ う に、 価 格 形 成 や 収 益 分 配 の プ ロ セ ス を 理 解 す る た め に は、 ｒ資 本」 の 第

二の次元すなわち 「社会的関係」 の状態を考慮に いれることが必要であり、 かく して 労働組合・

福祉需要の制度 化やその他の供 給状態すなわち 「社会学 的資料」 が反 映されねばな らないと述

べ、 ｒ制度 的・社会的な力は市場の 不完全性あるいは 逸脱と して取扱 われるが、 多国籍的独 占

１１）
企業の分析 においては、 こ れらの逸脱が分析の 中心とならね ばな らない 」 として、 ｒ会計の

政治経済学」 を主 張 している。

このように、 ティ ンカー の事例研 究は会計の ｒ政治経 済的性格」 の強調 にあ り、 会計報告書

の数値にあ らわれない 「政治的・経 済的制度」 が重 要視されており、 これらとの関係において

会計数値の もつ意味 を把握 しなけれ ばならないと主 張さ れて いる。 具体的に は、 この会社の背

景にあるイ ギリス の植民政策を とり あげ、 それを三期 に分割 し、 ｒ期問別 損益 計算書分析」 を
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行 っ て い る の で あ る が、 分 析 の 核 心 は 「政 治 経 済 学 的 ア プ ロ ー チ → 三 期 問 の 社 会 的 ・ 政 治 的 ・

経 済的制度 の特質→三期間の損益計算書 分析」 という分析 プロ セス にあ る。 そして、 その分析

プロセスを媒介 して いるのは第二の 「社会的 ・政 治的・経済的制度」 である が、 残念ながら具

体的な損益 計算書比 較と はま だ結びついてお らず、 説 得カのある説明とはなって いないようで

あ る 。 し た が っ て、 今 後、 こ れ ら と の 論 理 的 ・ 実 証 的 な 接 合 を は か る こ と が 肝 要 で あ る と 考

え ら れ る。
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ＩＶ 会計の 未来 をもとめて一会計の新 しい位 置
づけ

以上で、 イ ギリス会計学
における二っの 新 しい流れ につ いて、 その思想基礎・思考

枠組をみ

た。 いわ ゆる 「体制批判学派」
につ いて は、 従来か らも 「批判会言

十学」 の名でわが国で も周 知

の 思考であり、 個別企業
を 社会総資本の運動法則 との 関係で解明 し、 社会的な価値

と個 別的な

価 値との結接をはかろうとす るもので
１）
、 その もつ 方法論的

患考はいま も極 めて重 要である。

し か し、 こ れ ら の 方 法
論 に つ い て は、 す

で に 指 摘 さ れ て い る よ う に、 マ ク ロ 理 論
を そ の ま ま ミ

クロ現象にあては め、 ま た企業外部
か らの外 在的批判におちいること が多く、 会言十学の領域で

の議論をしばしは不毛 にして いる。 ティンカー
の事例 研究を通 じてみたイ ギリスの 「批判学派」

もそ の例 外ではなく、 彼 らの 主張 にもかかわら
ず、 方法論が 先行

し現実の把握を短絡化 し、 実

りが少な いように思われる。 そ の方法論的視
角こそを大 事に したく思う。

こ れ に 対 して、 ホ ツ プ ウ ツ ド ら
の 「社 会 関 連 学 派」 の 会 計 方 法 論 に は、

ｒ外 部 か ら の 会 計 学 」

という限界をもってはいるが、 現 行会 計
の 殻を打ち破るもの して、 示唆

に富 んだ主張であると

思 わ れ る。 す な わ ち、 会 計
を ｒ規 律 的 権 力」 と し て 社 会 的 な ル ー ル の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 っ

と し

て位置づけ、 従来の会計 学
にはみられない新 しい視線 を提供したことは、 会計の 発展

に とって

極めて重要 であると考えられる。 社会は
な にかの ｒルール」 のような もの によ って動かされて

おり、 それは全くの個人
の自 由な意思 によっ てでもなく、 また法律

の よう な強制的なものでも

な い。 し か し、 社 会
は な に か の ｒき ま り」 に よ っ て 動 い て お り、 そ

れ が 社 会 一 現 代 社 会 を 支 え、

動 か し て い る 大 き な 装 置 の ｒ網 の 目」 で あ る。 そ
し て、 こ の 学 派 に お

い て は、 会 計
は そ の ｒ網

の 目」 （ネ ツ トワーク） の一 っと
して把握さ れる。 これほど会計

を大きく把える 思考 はいまま

で には なかったと思われるほ どの視線で ある。 す
なわち、 ある も

のを他 から区別すること （試

験 や 規 準 ・ 標 準 な ど） に よ っ て、 あ る も の を み
え る よ う に す る こ と 一 可 視 化 は・ 一 つ の 知 識 体

系 で あ り、 ま
た 規 律 ・ 規 律 的 権 力 で あ る。 そ

の 意 味 に お い て、 試 験 も 開 示 も 監
査 も、 す べ て こ

のような 行為一 会計という 「知」 であり、
「規律 的権 力」 であり、 これらの重 ね

合わ せによっ

て 社 会 は 成 立 し て い る の で あ る。 す な わ ち、
ｒ個 々 人 を 評 価 し、 記 帳 し、 報 告 す

る た め の 技 術 一
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す な わ ち 権 力 の 手 段 と し て の 知 こ そ 会 計 に ほ か な ら な い」 と い う こ と と な る
２）
。 フ ー コ ー の

パ ノ プ チ コ ン

いう 「一望監視装置」 にもみ られるように、 会計は個々 人のみえないところで彼 らをみて いる

網 の目であり、 その意味に おいて社 会
を支配・統制 している ｒ社会的装置」 にまで 高められて

考えられる。 このような会計
の位置 づけこそは、 従来の会計の もつ技 術的性 格や絶対的解釈を

取り払い、 諸関係の ｒ関係」
として事 象を把握する構造主義的な会計の把 握、 相 対的な会言十思

考 の 構 築 で あ り、 会 計 学 に と っ て の 重 大 な 変 革 で あ る と い う こ と が で き る。 こ の よ う に、 会 計

学は ｒ規律的権力が行使される際の可視性の創 造、 規格化・責任・標準の 設定という役割を担っ

て いる会 計システムおよ び会計的言説 を権 力関係が貫徹 した一つの知 とみ なして 考察する」 こ

とを特徴と するものである。 ここに、 会言十は個 人を可視化する 「社会的権 力の一 形態」 として

高 め ら れ る こ と と な る
３）
。 し た が っ て、 会 計 は 「権 力 ／ 知 関 係」 と い う 「社 会 的 ル ー ル」 の ネ ッ

トワークに個人を組 み込む装置であり、 そ れは個人を可視化すること によって可能とな るの で

ある。 すな わち、 ｒ個人の可視化→知／権力関 係→社会的ネッ トワーク」 として把 えられるこ

と と な り、 そ こ で は 会 計 は 従 来 の よ う な 個 々 の レ ベ ル で は な く 社 会 的 レ ベ ル で の も の と な り 、

会計の もつ意味・ 機能は大きく高 められ、 あ らゆる社会事象は ｒ会計」 と して把握す ることも

できる可能性を ももつようになる。 まさに会 計の社 会的な把握であり、 会計はあ らゆる社 会現

象を貫徹す る中核 に位置づけ られることとなる４）。

以上で述べたよ うに、 ｒ社会関連学派」 会計の思 考は ｒ規 律的権力関係という社会の ネット

ワークのな かへ個 人を組 みこむ権カ／知関係の装置」 として、 社会的なものと考える方 向を ひ

らいた思考とみるこ とができ、 その意昧に おいて、 われわれの ｒ社会関連会計」 体系に とって

重要な意昧を もつ もの と考えられる。

し か し な が ら、 会 計 を こ の よ う な 「権 力 ／ 知 関 係」 の 一 つ、 あ る
い は 中 核 と 考 え れ ば、 そ の

前提となる個々人を可視 化す る 「極め手」 はなに かが問 われねばならず、 言語・記号・文字・

文章などがすべて会計に 包摂さ れ、 「会計」 と しての独自性 はどこにおかれるかという問題と

なる。 会計の 「権力／知関係」 への開放は重要であるが、 言 語・ 記号その他と区別する基準は

際限なく 拡がり、 ｒ会計」 とはな にかが暖昧なものとなって しまう。 ま た、 ｒ一望監視装置」

に い み じ く も 出 て い る よ う に、 ｒ 会 計」 は み ら れ る こ と は あ っ て も、 み る こ と の 出 来 な い も の

と考えられれば、 その ｒ能動 的側面」 は どこに 求めるべ きだろうか。 会計の ｒ形成的・創造的」

役割との関係で考えられねばならない問題であ る。 そしてま た、 この点は ｒ外部からの会計学」

というこ の学派の方法論的特徴と もからんで、 「会計」 内部の間題 （測 定間 題その 他の技術的

側 面） は 無視してもよいかという問 題にも及ぶものと考え られる。

しかし、 このような問題点を多く もつとはいえ、 会計を従来の個別的・ 技術的 なものから解

放 し、 人 問 行 動 ・ 社 会 生 活 そ の も の の 原 動 カ ・ 装 置 に ま で 高 め て 位 置 づ け よ う と し た こ と は、

５）
会 計学 にとって時代を画する重要な問題提起 であると考えること ができる 。
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注

１） こ の 点 に つ い て は、 最 近 の もの と して は、 例 え ば、 陣 内 良 昭 稿 「日 本 に お け る 批 判 会言十学 の 現 代 的 意

義」 、
会 計
、
第 １３９巻 第 １ 号 な ど を 参 照。

２） 國 部 克 彦 稿 「現 代 思 想 と 会 計 研 究 一 フー コ ディ ア ンを 中 心 と し て」 、 経 営 研 究、 第４１巻 第 ５ ・ ６ 合 併

号 。

３） Ｐ
．
Ｍｉ１１ｅｒ，

Ｔ
．
Ｏ
Ｉ
Ｌｅａｒｙ，

Ａ ｃｃｏｕｎｔｉｎ ｇ ａｎｄ ｔｈｅ Ｃ ｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ Ｇ ｏｖｅｒｎａ ｂｌｅ Ｐ ｅｒｓｏｎ Ｐ
．

２４０

４） こ れ ら の 詳 細 に つ い て は、 例 え ば、 前 掲 國 部 稿 や 同 「ホ ッ ブウ ッ ド会 計 理 論 の 射 程 一 会 計 ・ 組 織 ・ 社

会 の 統 合 的 理 解 に 向 け て」 （飯 田 修 三 編 著 ｒ社 会 関 連 会 計 の 生成 と 発 展』 、 白 桃 書 房 所 収） や、 岡 野

浩 稿 「会 計 史 と 方 法 一 Ｍ．Ｆｏｕｃａｕ１ｔに
よ る 考 古 学 ・ 系 譜 学 の 意 義」、 経 営 研 究 、

第 ４１巻 第 ５ ・ ６ 合 併

号 な ど を 参 照。

５） フ ー コ ー は、 現 代 社 会 を 規 律 ・ 訓 練 的 な 社 会 と 規 定 し、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク の な か に 個 人 が あ り、 会 計

も そ の 網 の 目 の 一 つ と い う （前 掲 Ｍ．フ ー コ ー 著 『監 獄 の 誕 生』 ２１０－２１１
ぺ 一 ジ） 。

＊ ＊ ＊

以上、 本稿で は会計の新 しい位置づけをめ ぐって、 イ ギリス会計学の二っの流れを 中心にそ

の方向を探ってみた。 行論か らも明らかなように、 わ れわれは、 「社会関連学派」 会 計の 主張

に会計の ｒ社会的性格」 や ｒ規律権 カ的性格」 の主張を みる ことができ、 会計学の新 しい潮流

の 方 向 を 発 見 す る こ と が で き た。 そ し て、 こ れ ら の 思 考 は、 会 計 を 社 会 全 体 の フ レ ー ム ・ ワ ー

ク の中核におくような視点を もってお り、 会計は ｒ権力／知 関係」 という ｒ社会的装置」 の網

の目の接点として把握され、 社会 的な ものにまで高め られる発想 を読みとることができた。

われわれの ｒ社会関連会計」 も視点 を高く もち、 ｒ会計の 未来 をもとめて」 構築されるこ と

が重 要であるが１）、 本稿で間題 としたイ ギリス ｒ社会関連学派」 会計の思 考は、 これらの方向

に対 して重要な示唆を与えてくれるよう に思われる。 その積極的 な摂 取、 前進的な構築が望ま

れ る と こ ろ で あ る。
２）

注

１） 最 近 の 社 会 関 連 会 計 領 域 に お け る成 果 と し て は、 例 え ば、 日 本社 会 関 連 会 計 学 会 編 ｒ企 業 情 報 デ ィ ス

ク ロ ー ジャ ー 事 典 一 社 会 関 連 会 計の 指 針』 、 中 央 経 済 社、 １９９１年 な ど が あ 孔

２） 本 稿 は、 日 本 社 会 関 連 会 計 学 会 ・ 第 ３ 回 大 会 （１９９０１９．１４． 於駒 沢大 学） の 報 告 要 旨 に、 そ の 後 の 研

究 成 果 を と り い れ て ま と め た もの で あ 孔


